
令和３年度
新型コロナウイルス感染症に対応する

医療従事者等宿泊費補助事業
補助金交付申請の手引き
【申請者：医療機関 編】

令和３年４月から押印が不要になります。
令和３年４月１日現在

（第２版）
奈良県 医師・看護師確保対策室

（手引きの参照ページ）
a 借り上げの場合 Ｐ１、２、３、4、８
b 費用負担の場合 Ｐ１、５、６、７、８



補助金交付申請手続
○ 補助金交付申請の流れ

※ 不明な点があれば、個別にお問い合わせください。
a 医療従事者等のために宿泊施設を借り上げ
b 医療従事者等の宿泊費を負担医療機関

・ 補助金交付申請書等を県に提出
※ a 借り上げ と b 宿泊費負担 の場合で、
申請書様式、添付資料が異なります。ご注意ください。

医療機関

県
↓

・ 審査
・ 交付決定及び額の確定
・ 医療機関あてに交付決定及び額の確定を通知

県
↓

医療機関

・ 交付決定額について、請求書を県に提出
医療機関

県
↓

県
↓

医療機関
・ 県から医療機関に交付決定額（＝請求額）の支払い

数か月単位で宿泊施設と契約している場合等であっても、毎月支払いが
発生している場合などは、１か月単位で交付申請を行うことも可能です。 1



①-1 交付申請書の作成 【a 借り上げ】
○ 交付申請書に必要事項を記載・押印の上、必要書類を添付の上、
県に提出してください。

○ 借り上げの場合に、必要な書類は以下のとおりです。

申請書 第１－１号様式

証明書 第１－２号様式
宿泊施設等に宿泊した医療従事者等にかかる
証明書

その他 宿泊施設等を借り上げた際の契約書及び
領収書（写し）

各様式の記載例やポイントは、次ページ以降を参考にしてください。
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①-1 交付申請書の作成 【a 借り上げ】
申請書

月締めで精算
する場合は
対象月を記載
○～○月として
複数月としても可

別紙添付でも可

上限を超える場合
は(1)＞（２）となる

契約書写しは、
申請ごとに
毎回添付すること

第１－１号様式

3

押印は不要に
なりました。
(県から個別に
本人確認をする
場合があります）



①-1 交付申請書の作成 【a 借り上げ】
証明書 第１－２号様式

宿泊施設等に宿泊した医療従事者等にかかる証明書

宿泊期間が長く
記載しきれない
場合は、同一人
について複数行
にわたり記載し
てもよい。
（ただし、重複等
がないように
確認すること）
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押印は不要に
なりました。
(県から個別に
本人確認をする
場合があります）



①-2 交付申請書の作成 【b 宿泊費負担】
○ 交付申請書に必要事項を記載・押印の上、必要書類を添付の上、
県に提出してください。

○ 宿泊費負担の場合に、必要な書類は以下のとおりです。

申請書 第１－３号様式

証明書 第１－４号様式
宿泊施設等に宿泊した医療従事者等にかかる
証明書

その他① 医療機関が医療従事者等に宿泊費を支払った
ことが確認できる書類
（支出証拠書の写し等）

各様式の記載例やポイントは、次ページ以降を参考にしてください。

その他② 医療従事者等が宿泊施設等に宿泊費を支払っ
た際の領収書（写し）
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①-2 交付申請書の作成 【b 宿泊費負担】
申請書

① 対象期間
② 医療機関が
職員に費用を
支払った日
を記載

内訳は、第1-４号
様式による

上限を超える場合
は(1)＞（２）となる

個人の領収書
（写し）も必ず
添付すること 6

第１－３号様式

月締めで精算
する場合は
対象月を記載
○～○月として
複数月としても可

押印は不要に
なりました。
(県から個別に
本人確認をする
場合があります）



①-2 交付申請書の作成 【b 宿泊費負担】

7

証明書 第１－４号様式
宿泊施設等に宿泊した医療従事者等にかかる証明書

宿泊期間が長く
記載しきれない
場合は、同一人
について複数行
にわたり記載し
てもよい。
（ただし、重複等
がないように
確認すること）

個人の領収書
（写し）を添付
しているか
確認すること

押印は不要に
なりました。
(県から個別に
本人確認をする
場合があります）



② 請求書の作成 【共通】

請求書

交付決定通知の
日付、文書番号を
記載

交付決定の額と
一致させる

請求者が医療機関
の場合は、
記載不要 8

○ 交付決定及び額の確定通知を受けたときは、請求書に必要事項を
記載・押印して提出してください。

第３号様式

振込先の情報は
誤りのないように
正確に記載して
ください。
フリガナも必ず
記載してください。

記載不要です

押印は不要に
なりました。
(県から個別に
本人確認をする
場合があります）

（自署）


